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研究内容： 数論的関数の総和と方程式の整数解に関する研究 

私は主に整数論の中で二つの分野を研究している。わかりやすく書くと「素数や最大公約数の謎」と「方程式の

整数解の不思議」を解明する分野を研究している。 

1 つ目の研究で関心を持っているのは最大公約数値関数に関する研究である。1885 年に Casáro が最大公約

数の和関数を導入し、2012 年に、Krätzel、Nowak と Tóth によって最大公約数を含む様々な数論的関数の総和

公式が考察された歴史を持つ。私は最大公約数値関数を含む数論的関数の総和公式の評価を古典的でかつ初

等的な方法を利用し、さらにリーマン予想の下での評価の明確化を行っている。 

２つ目の研究で関心を持っているのは三項間漸化式に関する研究である。整数係数の代数方程式の整数解や

有理数解を求めることを、不定方程式またはディオファンタス方程式を解くと言う。三項間漸化式は高校でも習う

分野であるが、それに関する研究は盛んに行われている。三項間漸化式とぞろ目とも呼ばれるレピュディジット数

との関係は 2015 年に B. Faye と F.Luca によって明らかにされたが、その応用に関しては現在も研究が行われて

いる。私は、初等的な方法やＢａｋｅｒ理論、楕円曲線、計算機ソフトＭＡＧＭＡなど様々な方法を用いて、それらの

特徴を明らかにする研究を行っている。 
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